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１．目的 

 本仕様書は、国立循環器病研究センター（以下、「当センター」という）が、当センター

の感染性廃棄物収集運搬・処理業務（以下、「本件業務」という）の実施に関して、業務の確

実な実施を確保するため、業務の詳細について定め、円滑な業務運営を図ることを目的とす

る。 

 

２．契約概要 

（１）契約名称 

感染性廃棄物収集運搬・処理業務 一式 

（２）履行場所 

  国立循環器病研究センター 

（３）契約期間 

  自 平成 30 年 4 月 1 日 

  至 平成 31 年 6 月 30 日 

     

３．業務内容 

（１）処理対象物 

 マスク、手袋、コットン、注射針、ガラスくず等、当センターにおいて排出される感染

のおそれがあると判断されるものすべてとする。運搬・処分に至るまでの容器については、

当センターで用意する感染性廃棄物容器とする。 

 

（２）搬出方法 

①当センター保管庫より、当センター担当の職員が立ち会い・確認のうえ搬出し、速や

かに計量証明書及び容器の個数を記載した用紙（別紙１）を提出すること。 

②収集の頻度は、週６回以上の定期収集及び適宜当センターが依頼する不定期収集とす

る。不定期の収集要請が発生した場合は、当センター担当職員と日時を協議し、収集

すること。年末年始等の長期休暇の場合も、当センター担当職員と協議のうえ、集積

場所の集積容量を超過しないかつ長期保管とならないように適切な日程で収集できる

よう調整すること。 

③運搬するにあたって積替保管をしてはならない。  

 

（３）処理方法 

 ①処分の安全性を図るため搬入先処理場の処理方法は、梱包された状態のまま溶融処理

または焼却処理に限るものとする。また、溶融炉・焼却炉は、大気汚染防止法・廃棄物

処理法及び関係法規のダイオキシン排出規制に適合するものに限るものとする。  

②検収業務の確保のため、中間処理場は大阪府内、京都府内、兵庫県内に限ることとする。  



 

（４）マニフェスト・処理状況の確認 

 ①契約書・本仕様書及び「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル」に定め

るところによる。電子マニフェストによる運用であるため、対応できること。  

②搬出にあたっては、事前に当センター担当職員から電子マニフェストの管理表の交付

を受けること。 

 ③収集運搬・処理が終了した後は、直ちに電子マニフェストによる報告を行うこと。  

 ④処理状況の確認のために、当センターから処分までの経路・処分先について、同行す

ることがあるため留意すること。また、処理状況に関する情報の提供を求められた際

には、速やかに書面またはデータにより開示すること。  

 

（５）予定数量 

実績より、感染性廃棄物：３４４,０００kg／１５ヶ月 

 

４．その他 

（１）請負者は、本業務を本仕様書及び「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「廃棄物処

理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル」等の関係法令に基づき適正に実施するも

のとする。 

（２）この仕様書は作業の大要を示すものであるが、衛生管理並びに美観上等特に必要と

認められる軽微な作業については、本書に定めのない事項についても契約金額の範囲

内で実施するものとする。また、その他定めのない事項については、必要に応じて当

センターと協議して定めること。 

（３）廃棄物の収集場所は、ごみ集積室であるが、収集運搬車の大きさによっては当セン

ターの天井の高さ、通路の広さから集積場所に近づくことができない可能性があるた

め、必ず下見をすること。 

（４）収集運搬を行う車両等については、梱包容器が車両等より落下したり、悪臭が漏れ

るおそれのない構造を有するものとする。 

（５）当センターから処分までの経路・処分先については、確認のために同行することが

ある。その中で処分場・マニフェスト等に虚偽があった場合、契約不履行として処分

することもあるため留意すること。 

（６）当センターは、２.（３）契約期間に記載のとおり、移転を予定している。移転にか

かる業務内容は当センターと協議の上、誠意対応すること。  

 


